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はじめに

『Sun™ Management Center 3.6 Sun Fire™、Sun Blade™ および Netra™ システム
のための追補マニュアル』では、サポート対象のプラットフォームに Sun 
Management Center ソフトウェアをインストールして構成し、使用する方法につい
て説明します。このマニュアルは、Sun Management Center 3.6 ソフトウェアをイン
ストールして、これらのサーバーおよびワークステーションの監視や管理に使用する
システム管理者を対象としています。

マニュアルの構成
第 1 章では、サポート対象のプラットフォーム用の Sun Management Center ソフト
ウェアについて説明します。

第 2 章では、サポート対象のプラットフォームに Sun Management Center ソフト
ウェアをインストールして設定する一般的な方法について説明します。この章と併せ
て『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

第 3 章では、「詳細」ウィンドウに表示されるデータについて説明します。

第 4 章では、サポート対象のプラットフォームのコンポーネントで使用するアラーム
規則について説明します。

付録 A では、この製品での PCI カードのサポートレベルについて説明します。

付録 B では、プラットフォーム固有のパッケージとマニュアルに関する情報を示し
ます。
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UNIX コマンド
このマニュアルには、システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など
に使用する基本的な UNIX® コマンドと操作手順に関する説明は含まれていない可能
性があります。これらについては、以下を参照してください。

■ 使用しているシステムに付属のソフトウェアマニュアル

■ 下記にある Solaris™ オペレーティングシステムのマニュアル

http://docs.sun.com

シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

UNIX の C シェル machine_name%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #
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書体と記号について

関連マニュアル

書体または記号*

* 使用しているブラウザにより、これらの設定と異なって表示される場合があります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別
して表します。

% su

Password:

AaBbCc123 コマンド行の可変部分。実際の
名前や値と置き換えてくださ
い。

rm filename と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、強調
する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ
ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \

  XV_VERSION_STRING’

用途 タイトル

新情報 Sun Management Center ご使用にあたって 

Sun Management Center ソフトウェ
アのインストールと構成

Sun Management Center インストールと構成ガイド

Sun Management Center ソフトウェ
アの使用

Sun Management Center ユーザーガイド

Sun Fire V210 および V240 プラット
フォーム

Sun Fire V210 および V240 サーバー設置マニュアル

Sun Fire V210 および V240 サーバー管理マニュアル
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Sun Fire V250 プラットフォーム Sun Fire V250 サーバー設置マニュアル

Sun Fire V250 サーバー管理マニュアル

Sun Fire V440 プラットフォーム Sun Fire V440 サーバー設置マニュアル

Sun Fire V440 サーバー管理マニュアル

Sun Fire V440 サーバー診断および障害追跡の概要

Netra 240 プラットフォーム Netra 240 Server Release Notes 
Netra 240 Server Quick Start Guide 

Netra 240 サーバー設置マニュアル 
Netra 240 サーバー 管理マニュアル 

Netra 440 プラットフォーム Netra 440 Server Release Notes 
Netra 440 Server Quick Start Guide 
Netra 440 Server Installation Guide 
Netra 440 Server System Administration Guide 

Sun Blade 2500 および 1500 プラット
フォーム (シルバー)

Sun Blade 2500 ご使用にあたって (シルバー) 
Sun Blade 2500 Service, Diagnostics and Troubleshooting Manual 
(Silver) 

Sun Blade 1500 ご使用にあたって (シルバー) 
Sun Blade 1500 Service, Diagnostics and Troubleshooting Manual 
(Silver) 

Sun Blade 2500 および 1500 プラット
フォーム (Red)

Sun Blade 2500 Getting Started Guide (Red) 
Sun Blade 2500 Service, Diagnostics and Troubleshooting Manual 
(Red) 
Sun Blade 1500 Getting Started Guide (Red) 
Sun Blade 1500 Service, Diagnostics and Troubleshooting Manual 
(Red) 

Sun Fire T2000 プラットフォーム Sun Fire T2000 Server Overview 
Sun Fire T2000 Server Getting Started Guide 
Sun Fire T2000 Server Administration Guide 

用途 タイトル
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sun 以外の Web サイト
このマニュアルで紹介する Sun 以外の Web サイトが使用可能かどうかについては、
Sun は責任を負いません。これらのサイトやリソース上、またはこれらを経由して利
用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sun は保証して
おらず、法的責任を負いません。また、これらのサイトやリソース上、またはこれら
を経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへの依存に関連
して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun は一切の責任
を負いません。

コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

Sun Management Center 3.6 Sun Fire、Sun Blade および Netra システムのための追
補マニュアル, Part No. 819-4861-10

URL 説明

http://jp.sun.com/documentation PDF と HTML マニュアルをダウンロードす
る、印刷マニュアルを注文する

http://jp.sun.com/support/ テクニカルサポートを受ける、パッチをダウ
ンロードする

http://jp.sun.com/training/ Sun のコースについて情報を入手する
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1

第 1 章

概要

この章では、サポート対象のプラットフォーム用の Sun Management Center アドオ
ンソフトウェアの概要を説明します。

この章は次の節で構成されています。

■ 1 ページの「Sun Management Center」
■ 2 ページの「サポート対象のプラットフォーム」
■ 2 ページの「プラットフォームのアイコン」
■ 4 ページの「ハードウェアプラットフォームモジュール」
■ 9 ページの「アラーム」

Sun Management Center
Sun Management Center は、Java™ と SNMP (ネットワーク管理用プロトコルの一
種。Simple Network Management Protocol の略) を使用したオープンで拡張可能な
システム監視および管理のソリューションで、Sun の製品とそれらのサブシステム、
コンポーネント、および周辺機器について、企業規模の統合化された総合的管理を可
能にします。

『Sun Management Center ユーザーガイド』では、Sun Management Center のアー
キテクチャーを明確に示す定義、説明、および図を記載しています。コンソール、
サーバー、エージェント、ドメイン、およびモジュール間の対話の詳細については、
このマニュアルを参照してください。

Sun Management Center 環境内のハードウェア監視のサポートは、適切なハード
ウェアプラットフォームモジュールのアドオンソフトウェアを使用することにより実
現されます。これらのアドオンソフトウェアは、ハードウェア構成および障害報告の
情報を Sun Management Center 管理サーバーとコンソールに提供します。
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サポート対象のプラットフォーム
このマニュアルには、Sun Fire、Sun Blade および Netra システム用の Sun 
Management Center アドオンソフトウェアに関連する情報が記載されています。こ
のハードウェアプラットフォームモジュールでは、現在、次のプラットフォームをサ
ポートしています。

■ Netra 440 サーバー
■ Netra 240 サーバー
■ Sun Fire V210 サーバー
■ Sun Fire V240 サーバー
■ Sun Fire V250 サーバー
■ Sun Fire V440 サーバー
■ Sun Fire T2000 サーバー
■ Sun Blade 1500 ワークステーション
■ Sun Blade 2500 ワークステーション

プラットフォームのアイコン
Sun Management Center のグラフィカルユーザーインタフェース (GUI) では、プ
ラットフォームがアイコンで表示されます。監視対象プラットフォームごとに、プ
ラットフォームエージェントを表すアイコンが表示されます。
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図 1-1 サポート対象のプラットフォームのアイコンを表示するドメイン表示

これらのアイコンを展開してプラットフォームの詳細を表示することができます。
Sun Management Center で詳細ビューアが起動し、Sun Management Center の監視
および制御に使用するモジュールに加えて、ハードウェアプラットフォームモジュー
ルが表示されます。
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ハードウェアプラットフォームモジュー
ル
ハードウェアプラットフォームモジュールは監視対象ハードウェアを示し、次の表示
を表示します。

■ ブラウザ表示
■ 論理表示
■ 物理表示

注 – ハードウェアプラットフォームモジュールは、「構成リーダー」または「プ
ラットフォームアドオンソフトウェア」と呼ばれることもあります。

ブラウザ表示

ブラウザ表示では、プラットフォームのハードウェアに関する情報が、さまざまな物
理コンポーネントおよび論理コンポーネントを示す表形式で表示されます。

ブラウザ表示では、次の 3 つの主なカテゴリにハードウェア構成が表示されます。

■ 物理コンポーネント
■ デバイス情報
■ 環境センサ
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図 1-2 物理コンポーネント、デバイス情報および環境センサが表示された Sun Fire V250 のブラウザ表
示

物理コンポーネント

物理コンポーネントは物理空間を占有し、ファン、電源装置、シャーシなどが含まれ
ます。ブラウザ表示では、すべての物理コンポーネントに共通する基本的なプロパ
ティーのセット (パーツ番号、シリアル番号など) と、適切に定義された追加のプロ
パティーを使用して、各物理コンポーネントが表されます。
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デバイス情報

デバイスはプラットフォームを構成する論理デバイスを表します。たとえば、CPU 
モジュールに 1 つ以上のプロセッサコアが含まれる場合があります。この場合、CPU 
モジュールはブラウザで 1 つの物理コンポーネントとして表されますが、プロセッサ
コアはブラウザ表示で別々のデバイスとして表されます。

ブラウザ表示では、すべてのデバイスに共通する基本的なプロパティーのセットを使
用して、各デバイスが表されます。追加のプロパティーを定義することにより共通
セットは適切に拡張されます。たとえば、speed はネットワークインタフェースを定
義する追加プロパティーです。

環境センサ

ブラウザ表示では、プラットフォームのさまざまな環境センサが個別のカテゴリとし
て表されます。環境センサには、電圧、電流、温度、ファン速度などのセンサがあり
ます。次の 2 つのクラスのセンサがサポートされています。

■ 数値センサ
■ 非数値センサ

詳細について、35 ページの「環境センサのプロパティー」にさまざまなテーブルと
列を示します。

論理表示

論理表示のツリー構造の各ノードは、ブラウザ表示にある 1 つのテーブルの 1 つの行
に相当します。ツリーの 上位はシステムオブジェクトです。親子の関係を使用して
プラットフォームの物理的な包含階層が示されます。システムオブジェクトの子は一
連の場所を表し、それぞれが 1 つの物理コンポーネントを含みます。物理コンポーネ
ントの子は、物理デバイスまたは論理デバイスを示す場所か、それらのデバイスを監
視する環境センサを表します。
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図 1-3 Sun Fire V250 論理表示のセクション

物理表示

物理表示は、プラットフォームの画像 (正面、背面、上部など) によって表されま
す。画像によって、物理コンポーネントまたは論理コンポーネントのテーブルに示さ
れた個々の物理コンポーネントまたは論理コンポーネントや、視認可能な LED を選
択できるようになります。物理画像の上にマウスを動かすと、右側のパネルにノード
情報を表示できます。
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図 1-4 Sun Fire V250 物理表示 - 正面
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図 1-5 Sun Fire V250 物理表示 - 背面

アラーム
ハードウェアプラットフォームモジュールには、さまざまなコンポーネントの状態を
判断するためにシステムが使用するいくつかのアラーム規則が組み込まれています。
各アラーム規則は、ハードウェアプラットフォームモジュールにあるテーブルの特定
のプロパティーに適用されます。さまざまなアラームの詳細については、第 4 章で説
明します。
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第 2 章

インストール

この章では、2 ページの「サポート対象のプラットフォーム」に示したプラット
フォームに Sun Management Center ソフトウェアをインストールして設定する方法
について説明します。

この章は次の節で構成されています。

■ 11 ページの「Sun Management Center ソフトウェア」
■ 12 ページの「ソフトウェアの入手」
■ 13 ページの「ソフトウェアのインストールと構成」
■ 15 ページの「既存のアドオンソフトウェアの削除」
■ 19 ページの「エージェント更新イメージの作成とインストール」

Sun Management Center ソフトウェア
Sun Management Center は次のものから構成されています。

■ Sun Management Center コアコンポーネント
■ 付加価値ソフトウェア
■ ハードウェアプラットフォームモジュール
■ インテグレーションアダプタ

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』では、Sun Management 
Center コアコンポーネントのインストールと設定およびソフトウェアの起動と停止
に関する基本情報を記載しています。付加価値ソフトウェアとインテグレーションア
ダプタについては、次の Sun Management Center の Web サイトを参照してくださ
い。

http://www.sun.com/software/solaris/sunmanagementcenter

各プラットフォームをサポートするには、監視対象のプラットフォーム用のコア Sun 
Management Center ソフトウェアとアドオンソフトウェアが必要です。
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表 2-1 は、Sun Management Center を監視対象プラットフォームにインストールす
る場合に必要な固有のソフトウェアのバージョンを示しています。

Sun Management Center のインストールとセットアップスクリプトを使用する場
合、表示されるメッセージの内容と順序は、この章に示す例と異なる場合がありま
す。この章の例では、表示されるメッセージの基本的な内容とメッセージが表示され
るおおよその順序を示しています。

インストールする追加コンポーネントやその他の選択肢に依存するインストールと
セットアップスクリプトがあります。

この章で説明するインストール処理によって、共通パッケージとプラットフォーム固
有のパッケージが自動的にインストールされます。

ソフトウェアの入手
Sun Fire、Sun Blade および Netra システムのためのアドオンソフトウェアは、コア 
Sun Management Center 3.6 ソフトウェアに含まれています。CD-ROM に格納さ
れ、Web からダウンロードすることもできます。このソフトウェアは次の URL から
入手できます。

http://wwws.sun.com/software/download/

表 2-1 必要なソフトウェアバージョン

ホスト 必要なソフトウェア バージョン

Sun Management Center サー
バー

Solaris オペレーティングシステム

Sun Management Center
ハードウェアプラットフォームモ
ジュールパッケージ

8, 9, 10

3.6

プラットフォーム固
有 (付録 B を参照)

監視対象のプラットフォーム Solaris オペレーティングシステム

Sun Management Center

ハードウェアプラットフォームモ
ジュールパッケージ

* 
3.6

プラットフォーム固
有 (付録 B を参照)

* Solaris オペレーティング環境はサポート対象のプラットフォームに応じて異なります。
使用するプラットフォームでサポートされる Solaris のバージョンの詳細については、プラットフォームのマ
ニュアルを参照してください。
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ソフトウェアのインストールと構成

注 – サポートされるプラットフォームのために既存の Sun Management Center 3.6 
を拡張する場合、Sun Management Center コアパッケージを再インストールする必
要はありません。

このマニュアルでは、Sun Management Center コア製品のインストールと設定の処
理については説明していません。コアソフトウェアのインストールと設定について
は、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

▼ インストールの準備

管理ソフトウェアをインストールするには、使用している環境が特定の要件を満たし
ている必要があります。

1. Sun Management Center サーバーにするサーバーを決定します。

サーバーの使用可能メモリ容量は、『Sun Management Center インストールと構成
ガイド』の要件を満たしている必要があります。

注 – Sun Management Center サーバーが停止すると、Sun Management Center ソフ
トウェアを使用したシステムの管理はできません。サーバー要件の詳細については、
『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

2. インストール処理を簡略化するため、インストール開始前に、手元に次の情報が用意
されていることを確認します。

■ Sun Management Center サーバーの名前
■ 監視対象システムの名前とエージェントのポート番号

インストールスクリプトの実行方法は、従来のインストールスクリプト、
es-inst を使用する方法と、GUI インストール機能である es-guiinst を使用する
方法の 2 通りあります。使用するインストール方法によって、そのあとに自動実行さ
れるセットアップスクリプトが変わります。たとえば、インストールに GUI インス
トールプログラムを使用した場合、デフォルトで es-guisetup が実行されます。
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注 – Sun Management Center コアパッケージはプラットフォーム固有のパッケージ
とは異なる方法で処理されます。このインストールプログラムでは、コアパッケージ
は自動更新されません。コアパッケージを更新するには、対象となるサポートプラッ
トフォームに固有のリリースノートの説明に従って適切なパッチを適用する必要があ
ります。

Sun Management Center のコアソフトウェアのインストール方法については、 新
の『Sun Management Center ご使用にあたって』、および『Sun Management 
Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

GUI 設定の使用

GUI 設定アプリケーションでは、GUI を通してサポートプラットフォーム用のアド
オンソフトウェアを設定することができます。GUI 設定アプリケーションの詳細に
ついては、『Sun Management Center ユーザーガイド』および『Sun Management 
Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

▼ ソフトウェアをインストールする

1. 必要な場合は、Sun Management Center サーバー、エージェント、およびコンソー
ルに Sun Management Center コアソフトウェアのバージョン 3.6 をインストールま
たはアップグレードします。

詳細については、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照し
てください。

インストールの間に、インストールするすべてのアドオンソフトウェア製品のチェッ
クボックスをチェックするよう求められます。チェックするのは次のボックスです。

ELP Config-Reader Monitoring 

2. Sun Management Center 3.6 コアがインストールされているが、このバージョンの
アドオンソフトウェアはまだインストールされていない場合、次の手順を実行しま
す。

a. Sun Management Center サーバーに Sun Management Center 3.6 アドオンサー
バーソフトウェアをインストールします。

詳細については、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照
してください。

インストールの間に、インストールするすべてのアドオンソフトウェア製品の
チェックボックスをチェックするよう求められます。チェックするのは次のボッ
クスです。

ELP Config-Reader Monitoring 
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b. 監視対象プラットフォームに Sun Management Center 3.6 エージェントソフト
ウェアおよびアドオンエージェントソフトウェアをインストールします。

詳細については、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照
してください。

インストールの間に、インストールするすべてのアドオンソフトウェア製品の
チェックボックスをチェックするよう求められます。チェックするのは次のボッ
クスです。

ELP Config-Reader Monitoring 

インストール処理全体の流れについては、図 2-1 を参照してください。

図 2-1 インストール処理の流れ

既存のアドオンソフトウェアの削除
ここでは、このリリースのアドオンソフトウェアをサーバーおよびエージェントから
削除する方法について説明します。以前のバージョンのアドオンソフトウェアを 削
除するには、そのバージョンに対応するバージョンの追補マニュアルを参照してくだ
さい。。

新規
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各ハードウェアに適したプラットフォーム固有の Sun Management Center 3.6 パッ
ケージについては、55 ページの「プラットフォーム固有の情報」を参照してくださ
い。

▼ 既存の 3.6 アドオンソフトウェアをサーバーから
削除する

1. es-uninst コマンドを使用して、インストールされているすべてのプラットフォー
ム固有の Sun Management Center サーバーパッケージを削除します。

コード例 2-1 es-uninst コマンドを使用した既存の 3.6 サーバーパッケージの削除 

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst

This script will help you to uninstall the Sun Management Center software.

Following Sun Management Center Products are installed:
------------------------------------------------------------------------------
PRODUCT                                          DEPENDENT PRODUCTS
------------------------------------------------------------------------------
Production Environment                           All Addons
Sun Fire Platform Administration                 None
ELP Config-Reader Monitoring                     None

Do you want to uninstall Production Environment (y|n|q) n
Do you want to uninstall Sun Fire Platform Administration (y|n|q) n
Do you want to uninstall ELP Config-Reader Monitoring (y|n|q) y

The following product[s] will be removed:
 ELP Config-Reader Monitoring.

Do you want to change selection (y|n|q) n

Select Save Data to save all user and configuration data.Your data is
saved and can be restored when you re-install Sun Management Center.
Do you want to preserve data (y|n|q) n

Proceed with uninstall (y|n|q) y

java server is not running
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▼ 既存の 3.6 アドオンソフトウェアをエージェント
から削除する

1. es-uninst コマンドを使用して、すべてのプラットフォーム固有のエージェント
パッケージを削除します。

Calling Uninstall script of ELP Config-Reader Monitoring...
Making list of packages to uninstall...
Sorting list of packages according to reverse timestamp...

Removing package :SUNWescws...

Removal of <SUNWescws> was successful.

Removing package :SUNWescps...

Removal of <SUNWescps> was successful.

[途中省略]

Status of uninstallation:
------------------------------------------------------------------------------
PRODUCT                                                  STATUS
------------------------------------------------------------------------------
ELP Config-Reader Monitoring                             Removed

Uninstall logfile is 
:/var/opt/SUNWsymon/install/uninstall_reboot.030701153157.3517
# 

コード例 2-2 es-uninst コマンドを使用した既存の 3.6 エージェントパッケージの削除 

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst
This script will help you to uninstall the Sun Management Center software.

Following Sun Management Center Products are installed:
------------------------------------------------------------------------------
PRODUCT                                          DEPENDENT PRODUCTS
------------------------------------------------------------------------------
Production Environment                           All Addons
Sun Fire Platform Administration                 None
ELP Config-Reader Monitoring                     None

コード例 2-1 es-uninst コマンドを使用した既存の 3.6 サーバーパッケージの削除  (続き)
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Do you want to uninstall Production Environment (y|n|q) n
Do you want to uninstall Sun Fire Platform Administration (y|n|q) n
Do you want to uninstall ELP Config-Reader Monitoring (y|n|q) y

The following product[s] will be removed:
 ELP Config-Reader Monitoring.

Do you want to change selection (y|n|q) n
Select Save Data to save all user and configuration data.Your data is
saved and can be restored when you re-install Sun Management Center.
Do you want to preserve data (y|n|q) n

Proceed with uninstall (y|n|q) y

chown:unknown group id smcorag
Stopping all Sun Management Center processes. This may take a few moments...
agent component is not running
platform component is not running
Calling Uninstall script of ELP Config-Reader Monitoring...
Making list of packages to uninstall...
Sorting list of packages according to reverse timestamp...

Removing package :SUNWescwa...

Removal of <SUNWescwa> was successful.

Removing package :SUNWescpl...

Removal of <SUNWescpl> was successful.

[途中省略]

Status of uninstallation:
------------------------------------------------------------------------------
PRODUCT                                                  STATUS
------------------------------------------------------------------------------
ELP Config-Reader Monitoring                             Removed

Uninstall logfile is 
:/var/opt/SUNWsymon/install/uninstall_enxs07.030701160035.8064

コード例 2-2 es-uninst コマンドを使用した既存の 3.6 エージェントパッケージの削除  (続き)
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エージェント更新イメージの作成とイン
ストール
Sun Fire、Sun Blade、および Netra システム用のアドオンソフトウェアは、エー
ジェント更新機能をサポートしています。方法については、『Sun Management 
Center インストールと構成ガイド』の第 6 章にある「エージェント更新 (インストー
ル) イメージの作成」を参照してください。

▼ アドオンソフトウェアを含んだエージェント更新
イメージを作成する

1. Sun Management Center ソースディレクトリの名前の入力を求められたら、アドオ
ンソフトウェアの disk1/image ディレクトリへのパスを入力します。

たとえば、この章の説明に従ってアドオンソフトウェアをインストールした場合、こ
のインストールソースディレクトリは次のようになります。

2. エージェント更新イメージの適用方法については、『Sun Management Center イン
ストールと構成ガイド』の第 6 章にある「エージェント専用インストールイメー
ジ、エージェント更新イメージ、およびパッチ専用イメージの適用」を参照してくだ
さい。

/var/tmp/temp_directory/disk1/image 
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第 3 章

物理プロパティーと論理プロパ
ティー

Sun Management Center コンソールでは、共通のテーブルとフィールドのセットを
使用して、サポートプラットフォームにハードウェア情報を提供します。この章で
は、テーブル別にクラスとプロパティーの簡単な説明を示します。これらのテーブル
は、次の各節にあります。

■ 22 ページの「システムのプロパティー」

■ システム情報テーブル - 表 3-1

■ 23 ページの「物理コンポーネントのプロパティー」

■ ファンテーブル - 表 3-3
■ 電源装置テーブル - 表 3-4
■ 拡張カードテーブル - 表 3-5
■ メモリモジュールテーブル - 表 3-6
■ その他の物理コンポーネントテーブル - 表 3-7
■ 場所テーブル - 表 3-8

■ 30 ページの「論理デバイスのプロパティー」

■ プロセッサテーブル - 表 3-9
■ メディアデバイステーブル - 表 3-10
■ ネットワークインタフェーステーブル - 表 3-11
■ インジケータテーブル - 表 3-12
■ その他のデバイステーブル - 表 3-13

■ 35 ページの「環境センサのプロパティー」

■ 数値センサテーブル - 表 3-14
■ 非数値センサテーブル - 表 3-15

値 -- と空の値

この章で説明するテーブルで、次の場合はフィールドの値が -- (二重ダッシュ) また
は空になっています。
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■ テーブルまたはフィールドが現在未使用の場合

たとえば、多くの物理コンポーネントにはシリアル番号がありません。その場
合、対応するテーブルの「シリアル番号」フィールドには -- が表示されます。そ
の他の共通プロパティーでも同様です。

■ 特定の条件のデータのみが表示されるフィールド

たとえば、「追加情報」フィールドには、アラーム条件が存在する場合にのみテ
キスト情報が表示されます。

システムのプロパティー
システム情報テーブルには、システムハードウェアの 上位の表示が含まれます。表 
3-1 にプロパティーを示します。

表 3-1 システム情報テーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 システムの固定値

マシン CPU アーキテクチャー (sun4v など)

プラットフォーム プラットフォームのタイプ

総ディスク数 プラットフォームを通じて直接管理されるハードディスクの合計数

総メモリー容量 DIMM メモリの総容量

総テープデバイス数 プラットフォームを通じて直接管理されるテープデバイスの合計数

総プロセッサ数 CPU プロセッサの総数

ホスト名 システムの IP ホスト名

タイムスタンプ エージェントの起動日時

OS バージョン システムの OS バージョン

OS リビジョン OS リビジョン

OBP バージョン OpenBoot™ PROM のバージョン

モジュールの状態 モジュールの状態
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物理コンポーネントのプロパティー
ここで示すテーブルは、システム内の物理コンポーネントのインスタンスを表しま
す。

共通プロパティー

場所テーブル以外のすべての物理コンポーネントは共通のプロパティーセットを共有
しています。

■ 名前
■ 場所
■ 説明
■ モデル名
■ 動作状態
■ 追加情報
■ パーツ番号
■ バージョン
■ シリアル番号
■ 製造元
■ ホットスワップ対応
■ リムーバブル
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図 3-1 物理コンポーネントの「場所」と「説明」の列 (Sun Fire V250 の場合)

表 3-2 は、「動作状態」プロパティーに表示される値を示しています。
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ファン

表 3-3 は、ファンテーブルのプロパティーを示しています。

表 3-2 動作状態の値 

値 説明

OK コンポーネントは正常に動作しています。

Error コンポーネントでエラーが検出されました。

Degraded コンポーネントはサービスを提供していますが、機能が低下してい
ます。

Unknown 現在の動作状態が不明です。

Failure 
Predicted

コンポーネントは正常に動作していますが、障害の発生が予測され
ています。

Starting コンポーネントは起動中で、まだオンラインになっていません。

Stopping コンポーネントは停止中です。

service コンポーネントの構成、保守、クリーニング、または管理が実行さ
れています。

Stressed コンポーネントは動作していますが、注意が必要です。高負荷状態
の例として、overloaded (過負荷)、overheated (過熱) などが挙
げられます。

Non Recoverable 回復不能なエラーが発生しました。

No Contact 監視システムの現在のインスタンスではこのコンポーネントを認識
していますが、一度も接続を確立できていません。

Lost Comms コンポーネントは認識されており、以前は通信が正常に行われてい
ましたが、現在は接続できません。

Stopped コンポーネントは認識されており障害も発生していませんが、動作
しておらず、ユーザーにサービスを提供できません。つまり、コン
ポーネントは意図的に機能停止されています。

Not Present コンポーネントがシステムに存在しません  (Sun Fire T2000 のみ)

-- または値が空 詳細は、21 ページの「値 -- と空の値」を参照してください。
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電源装置

表 3-4 は、電源装置テーブルのプロパティーを示しています。

表 3-3 ファンテーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

モデル名 Sun Microsystems モデル名

動作状態 コンポーネントの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してく
ださい。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

パーツ番号 Sun Microsystems またはその他のパーツ番号

バージョン パーツのバージョン番号

シリアル番号 パーツのシリアル番号

製造元 業者名

ホットスワップ対応 コンポーネントがホットスワップ対応かどうかを指定するブール値*

* システムを停止せずに交換できるコンポーネントはホットスワップ対応です。

リムーバブル コンポーネントが取り外し可能かどうかを指定するブール値†

† コンポーネントが取り外し可能なのは、コンポーネントが属するグループが取り外し可能な場合ではなく、
コンポーネント自体が取り外し可能な場合です。たとえば、ファントレー自体は取り外し可能でも、ファン
トレー内の個々のファンは取り外し可能でない場合があります。FRU (現場交換可能ユニット) はすべて「リ
ムーバブル」です。

表 3-4 電源装置テーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

モデル名 Sun Microsystems モデル

動作状態 コンポーネントの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してく
ださい。
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拡張カード

表 3-5 は、システムに取り付けられているその他の拡張カードを示しています。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

パーツ番号 Sun Microsystems またはその他のパーツ番号

バージョン パーツのバージョン番号

シリアル番号 パーツのシリアル番号

製造元 業者名

ホットスワップ対応 コンポーネントがホットスワップ対応かどうかを指定するブール値

リムーバブル コンポーネントが取り外し可能かどうかを指定するブール値

表 3-5 拡張カードテーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

モデル名 Sun Microsystems モデル

動作状態 コンポーネントの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してく
ださい。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

パーツ番号 Sun Microsystems またはその他のパーツ番号

バージョン パーツのバージョン番号

シリアル番号 パーツのシリアル番号

製造元 業者名

ホットスワップ対応 コンポーネントがホットスワップ対応かどうかを指定するブール値

リムーバブル コンポーネントが取り外し可能かどうかを指定するブール値

バスの種類 PCI、cPCI、SCSI などのカードを識別

表 3-4 電源装置テーブルのプロパティー  (続き)

プロパティー 説明
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拡張カードテーブルには、システムに取り付けられている PCI カードに対応する行
も含まれています。ハードウェアプラットフォームモジュールの「説明」プロパ
ティーにはカードの説明、「モデル名」プロパティーには SunSM Store オプションコ
ンポーネントコード、「パーツ番号」プロパティーには Sun Microsystems パーツ番
号が表示されます。

付録 A では、現在この情報が表示されるカードの一覧を示しています。ソフトウェ
アのアップデートに伴って、対象カードは逐次追加されます。

カードにこれらの情報を表示するアドオンソフトウェアが設定されていない場合は、
「説明」、「モデル名」、「パーツ番号」の各プロパティーに値が -- と表示されま
す。

メモリモジュール

表 3-6 は、DIMM などの物理メモリコンポーネントを示しています。
 

表 3-6 メモリモジュールテーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

モデル名 Sun Microsystems モデル

動作状態 コンポーネントの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してく
ださい。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

パーツ番号 Sun Microsystems またはその他のパーツ番号

バージョン パーツのバージョン番号

シリアル番号 パーツのシリアル番号

製造元 業者名

ホットスワップ対応 コンポーネントがホットスワップ対応かどうかを指定するブール値

リムーバブル コンポーネントが取り外し可能かどうかを指定するブール値

サイズ DIMM サイズ

バンクラベル 現在のコンポーネントに関連付けられた物理ラベル*

* この文字列は、Solaris 論理バンクの番号付けではなくメモリ位置の物理ラベル付けに関連します。

ECC エラーカウント このコンポーネントについて記録された ECC エラーカウントの数
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その他の物理コンポーネント

表 3-7 は、前述の一覧以外のすべての論理コンポーネントに使用されます。

場所

表 3-8 に場所のプロパティーを示します。場所はコンポーネントを (ホット) プラグ可
能なスロットを表します。

表 3-7 その他の物理コンポーネントテーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

モデル名 Sun Microsystems モデル

動作状態 コンポーネントの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してく
ださい。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

パーツ番号 Sun Microsystems またはその他のパーツ番号

バージョン パーツのバージョン番号

シリアル番号 パーツのシリアル番号

製造元 業者名

ホットスワップ対応 コンポーネントがホットスワップ対応かどうかを指定するブール値

リムーバブル コンポーネントが取り外し可能かどうかを指定するブール値

表 3-8 場所テーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

場所の種類 場所を占有するコンポーネントの種類を指定

占有状態 使用可能な値は、unknown (不明)、occupied (占有) または empty 
(空)
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論理デバイスのプロパティー
デバイスは論理デバイスを表します。たとえば、CPU モジュールには 1 つ以上のプ
ロセッサが含まれる可能性があるため、CPU モジュールは物理コンポーネントとし
て表されますが、モジュール内のプロセッサは論理デバイスとして表されます。次の
テーブルに、共通モデルに含まれる論理デバイスを示します。

図 3-2 インジケータを示す論理デバイステーブルの一部 (Sun Fire V250 の場合)
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「可用性」プロパティーの値

論理デバイスでは、「可用性」プロパティーを使用します。可用性の値は次のとおり
です。

■ Running/Full Power
■ OK 
■ Warning
■ In Test
■ Not Applicable
■ Power Off
■ Off Line
■ Off Duty
■ Degraded
■ Not Installed
■ Install Error
■ Power Save - Unknown
■ Power Save - Low Power Mode
■ Power Save - Standby
■ Power Cycle
■ Power Save - Warning
■ Paused
■ Not Ready
■ Not Configured

■ Not Present (Sun Fire T2000 のみ) 
■ Quiesced
■ Unknown
■ Other
■ -- 

「冗長性ステータス」プロパティーの値

また、論理デバイスでは、「冗長性ステータス」プロパティーも使用します。冗長性
グループに属するデバイスの場合、このプロパティーはこのコンポーネントの現在の
役割を示します。たとえば、サービスプロセッサは別のサービスプロセッサのアク
ティブ/スタンバイペアとして動作する場合があります。同様に、ネットワークイン
タフェースは冗長なネットワークペアの一次メンバーまたは二次メンバーになる場合
があります。「冗長性ステータス」の有効な値は次のとおりです。

■ Not Applicable
■ Unknown
■ Active
■ Standby
■ Primary
■ Secondary
■ Other
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プロセッサ

表 3-9 は、プロセッサテーブルのプロパティーを示しています。

メディアデバイス

表 3-10 は、すべてのメディアデバイス (ディスク、CD-ROM、DVD-ROM、テープ
など) を示しています。

表 3-9 プロセッサテーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 デバイスの簡単な説明

動作状態 デバイスの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してくださ
い。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

可用性 デバイスの可用性。値については、31 ページの「「可用性」プロパ
ティーの値」を参照してください。

冗長性ステータス 冗長性グループに属するデバイスの状態。値については、31 ページ
の「「冗長性ステータス」プロパティーの値」を参照してくださ
い。

デバイス ID さまざまな Solaris コマンドで使用される数値の ID

クロック周波数 プロセッサクロックの速度

ファミリ プロセッサファミリ (たとえば、sparcv9) 

データキャッシュサ
イズ

プライマリデータキャッシュのサイズ

命令キャッシュサイ
ズ

プライマリ命令キャッシュのサイズ

レベル 2 キャッシュ
サイズ

レベル 2 キャッシュのサイズ
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ネットワークインタフェース

表 3-11 は、ネットワークインタフェーステーブルのプロパティーを示しています。

表 3-10 メディアデバイステーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 デバイスの簡単な説明

動作状態 デバイスの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してくださ
い。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

可用性 デバイスの可用性。値については、31 ページの「「可用性」プロパ
ティーの値」を参照してください。

冗長性ステータス 冗長性グループに属するデバイスの状態。値については、31 ページ
の「「冗長性ステータス」プロパティーの値」を参照してくださ
い。

物理パス /dev/rdsk または /dev/rmt の下位のメディアアクセスデバイス
のパス

タイプ ディスク、CD-ROM、DVD-ROM、テープ

ハードエラーカウン
ト

iostat -e を使用して取得できる「ハード」デバイスエラーの数

ソフトエラーカウン
ト

iostat -e を使用して取得可能 

トランスポートエ
ラーカウント

iostat -e を使用して取得可能 

表 3-11 ネットワークインタフェーステーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 デバイスの簡単な説明

動作状態 デバイスの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してくださ
い。
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インジケータ

表 3-12 は、インジケータテーブルのプロパティーを示しています。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

可用性 デバイスの可用性。値については、31 ページの「「可用性」プロパ
ティーの値」を参照してください。

冗長性ステータス 冗長性グループに属するデバイスの状態。値については、31 ページ
の「「冗長性ステータス」プロパティーの値」を参照してくださ
い。

デバイス ID /devices の下位のネットワークデバイスのパス 

速度 bps 単位の速度

固定アドレス MAC アドレス

ネットワークアドレ
ス

IP アドレス

シンボル名 この IP アドレスに関連付けられたシンボリックネットワークまたは
ホスト名

入力エラーカウント kstat を使用して取得できる入力エラーカウント 

出力エラーカウント kstat を使用して取得できる出力エラーカウント 

表 3-12 インジケータテーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

動作状態 デバイスの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してくださ
い。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

インジケータ状態 STEADY、OFF、ALTERNATING、または UNKNOWN

予期されている状態 STEADY、OFF、または ALTERNATING

色 インジケータの色

表 3-11 ネットワークインタフェーステーブルのプロパティー  (続き)

プロパティー 説明
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その他のデバイス

表 3-13 は、前述の一覧以外のすべての論理コンポーネントに使用されます。

環境センサのプロパティー
環境センサは、ファン速度 (タコメータ)、温度、電流および電圧用にモデル化されて
います。次の 2 種類のセンサがサポートされています。

■ 数値
■ 非数値

表 3-13 その他のデバイステーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

動作状態 デバイスの現在の状態。値については、表 3-2 を参照してくださ
い。

追加情報 現在の動作状態の補足情報

可用性 デバイスの可用性。値については、31 ページの「「可用性」プロパ
ティーの値」を参照してください。

冗長性ステータス 冗長性グループに属するデバイスの状態。値については、31 ページ
の「「冗長性ステータス」プロパティーの値」を参照してくださ
い。

デバイス ID /devices の下位のデバイスのパス 
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図 3-3 数値電圧センサテーブルと電圧しきい値センサテーブル (Sun Fire V250 の場合)

数値センサ

表 3-14 は、温度、電圧、電流、ファン速度 (タコメータ) の数値センサのプロパ
ティーを示しています。

 

表 3-14 数値センサテーブルのプロパティー 

 プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

動作状態 コンポーネントの現在の状態。値については、表 3-2 を参
照してください。
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非数値センサ

表 3-15 は、温度、電圧、電流の非数値センサのプロパティーを示しています。

追加情報 動作状態の補足情報

現在の値 センサの現在の値

単位 値の単位

注意しきい値下限 初の警告しきい値の下限

注意しきい値上限 初の警告しきい値の上限

重大しきい値下限 2 番目の警告しきい値の下限

重大しきい値上限 2 番目の警告しきい値の上限

致命的しきい値下限 後の警告しきい値の下限

致命的しきい値上限 後の警告しきい値の上限

表 3-15 非数値センサテーブルのプロパティー 

プロパティー 説明

名前 一意の名前

場所 デバイスの場所のパス

説明 コンポーネントの簡単な説明

動作状態 コンポーネントの現在の状態。値については、表 3-2 を参
照してください。

追加情報 動作状態の補足情報

現在の値 センサの現在の値

通常の値 このセンサが「正常」とみなされる値のリスト

表 3-14 数値センサテーブルのプロパティー  (続き)

 プロパティー 説明
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第 4 章

アラーム

この章では、サポート対象のプラットフォームコンポーネント固有のアラーム規則に
ついて説明します。

この章は次の節で構成されています。

■ 39 ページの「アラーム規則」
■ 40 ページの「動作状態の規則」
■ 42 ページの「可用性の規則」
■ 43 ページの「非数値センサの規則」
■ 44 ページの「数値センサのしきい値の規則」
■ 46 ページの「占有状態の規則」
■ 47 ページの「率またはカウントの規則」
■ 49 ページの「モジュールのステータスの規則」
■ 50 ページの「インジケータ状態の規則」

それぞれの節では、エラークラス、デフォルトのアラームレベル、およびアラームが
生成された場合の推奨する操作について説明します。

アラーム規則
ハードウェア共通の構成リーダーには、さまざまなコンポーネントの状態を判断する
ためにシステムが使用するいくつかのアラーム規則が含まれています。アラーム規則
の各インスタンスは、構成リーダーにあるテーブルの特定のプロパティーに適用され
ます。同じ規則が複数のプロパティーやテーブルに適用される場合もあります。

アラーム規則は、次の 3 つの主なソースからの入力を受け入れます。

■ 構成リーダー内のオブジェクトのプロパティー
■ ユーザー指定値
■ 規則自体が保存したデータ
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これら 3 つのソースはすべて、オブジェクトやプロパティーごとに個別に変更できま
す。ユーザーはユーザー指定値を変更できます。一方、規則の作成者は、どのオブ
ジェクトのプロパティーや保存データを使用するかを指定します。

Sun Management Center コンソールを通じて、規則の状態と状態の変化に処理を割
り当てることができます。詳細については、『Sun Management Center ユーザーガ
イド』を参照してください。ファイル ELP-base_ruleinit-d.x を直接編集するこ
とで、この章で説明している値を変更することもできます。

動作状態の規則
この規則は、「動作状態」プロパティーを含む任意のノードに適用されます。動作状
態が OK、Starting、Stopping、または二重ダッシュ (--) 以外の場合、アラーム
が生成されます。一般ユーザーに追加情報を提供するため、エラー文字列には「追加
情報」プロパティーの値が組み込まれています。

エラークラスとデフォルトのアラームレベル

この規則は、「動作状態」プロパティーの特定の値を特定のエラークラスと対応付け
ます。これらのエラークラスにより、対応する値で生成されるアラームのレベルが決
まります。表 4-2 に、動作状態の値と、それに対応するエラークラスとデフォルトの
アラームレベルを示します。

表 4-1 動作状態の規則

適用可能なテーブル 「動作状態」プロパティーを含む任意のテーブル

読み取るプロパティー 「動作状態」、「追加情報」

アラームの生成 動作状態が、OK、Starting、Stopping、または -- でな
い

編集可能なパラメータ 「動作状態」の値に関連付けられたエラークラスの「ア
ラーム重要度」。
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各エラークラスに関連付けられたアラームレベルを編集できます。表 4-3 に、「動作
状態」規則のエラークラスとそのデフォルトアラームレベルを示します。

処理

警告または重大なアラームが生成された場合は、ご購入先に連絡してください。

注意アラームは情報提供のためのもので、エラーではありません。動作状態が 
Unknown の理由については、必要に応じてご購入先に連絡してください。

表 4-2 動作状態の値、エラークラス、およびデフォルトのアラームレベル 

動作状態の値 
エラーク
ラス

デフォルトのア
ラームレベル

OK なし なし

Starting なし なし

Stopping なし なし

-- なし なし

Error 重大 重大

Non-Recoverable 重大 重大

Degraded 縮退 警告

Predicted Failure 縮退 警告

Stressed 縮退 警告

service 保守 なし

Stopped 保守 なし

その他すべて 不明 注意

表 4-3 動作状態の規則のエラークラスのデフォルトアラームレベル 

エラーク
ラス

デフォルトのア
ラームレベル

重大 3 重大

縮退 2 警告

不明 1 注意

保守 0 なし
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可用性の規則
この規則は、「可用性」プロパティーを持つ任意のテーブルに適用できます。

エラークラスとデフォルトのアラームレベル

この規則は、「可用性」プロパティーの特定の値を特定のエラークラスと対応付けま
す。これらのエラークラスにより、対応する値で生成されるアラームのレベルが決ま
ります。表 4-5 に、可用性の値と、それに対応するエラークラスとデフォルトのア
ラームレベルを示します。

表 4-4 可用性の規則 

適用可能なテーブル 「可用性」プロパティーを含む任意のテーブル

読み取るプロパティー 可用性

アラームの生成 可用性が、OK、Running、Not Applicable、または -- 
でない

編集可能なパラメータ 「可用性」の値に関連付けられたエラークラスの「アラー
ム重要度」。

表 4-5 可用性の値、エラークラス、およびデフォルトのアラームレベル

可用性の値
エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル

OK なし なし

Running なし なし

Not Applicable なし なし

-- (二重ダッシュ) なし なし

Degraded 縮退 警告

Warning 縮退 警告

PowerSave - Warning 縮退 警告

Install Error 縮退 警告

Not Configured インストー
ルなし

なし
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各エラークラスに関連付けられたアラームレベルを編集できます。表 4-6 に、「可用
性」規則のエラークラスとそのデフォルトアラームレベルを示します。

処理

問題の解決方法については、ご購入先に連絡してください。

非数値センサの規則
この規則は、数値センサ以外の任意のセンサに適用されます。この規則では、エラー
メッセージの「現在の値」を使用します。

Not Installed インストー
ルなし

なし

Not Ready インストー
ルなし

なし

その他すべて デフォルト なし

表 4-6 可用性規則のエラークラスのデフォルトアラームレベル 

エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル

縮退 2 警告

インストー
ルなし

なし

デフォルト なし

表 4-7 非数値センサの規則 

適用可能なテーブル 数値センサ以外の温度センサ、電圧センサおよび電流セン
サ

表 4-5 可用性の値、エラークラス、およびデフォルトのアラームレベル (続き)

可用性の値
エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル
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エラークラスとデフォルトのアラームレベル

この規則では、「現在の値」の値が「通常の値」プロパティーのいずれかと一致しな
い場合にアラームを生成します。このエラーに関連付けられたデフォルトのアラーム
レベルは「重大」です。表 4-8 にプロパティー値、およびそれに関連付けられたエ
ラークラスとデフォルトのアラームレベルを示します。

このアラームエラークラスと関連付けられたアラームレベルを変更できます。

処理

問題の解決方法については、ご購入先に連絡してください。

数値センサのしきい値の規則
この規則は、任意の数値センサに適用されます。センサに表示されるさまざまなしき
い値を読み取り、現在の値が指定範囲外の場合にアラームを生成します。

読み取るプロパティー 現在の値、通常の値

アラームの生成 「現在の値」が通常の値以外の場合

編集可能なパラメータ アラーム重要度

表 4-8 現在の値のプロパティー値、エラークラス、およびデフォルトのアラームレ
ベル

「現在の値」の値
エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル

「通常の値」プロパ
ティーのどれとも一致し
ない

アラーム 重大

表 4-7 非数値センサの規則  (続き)
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エラークラスとデフォルトのアラームレベル

この規則では、「現在の値」の値がいずれかの「下限しきい値」よりも小さいか、い
ずれかの「上限しきい値」よりも大きい場合にアラームを生成します。生成されるア
ラームのレベルは、そのしきい値に関連付けられたエラークラスで決まります。表 
4-10 にしきい値プロパティー値、およびそれに関連付けられたエラークラスとデフォ
ルトのアラームレベルを示します。

注 – 「しきい値」が -- (二重ダッシュ) に設定されている場合、この規則では「現在
の値」の値と「しきい値」との比較が行われません。

各エラークラスに関連付けられたアラームレベルを編集できます。表 4-11 に、「可
用性」規則のエラークラスとそのデフォルトアラームレベルを示します。

表 4-9 数値センサのしきい値の規則 

適用可能なテーブル 数値温度センサ、電圧センサおよび電流センサ、タコメー
タ

読み取るプロパティー 現在の値、しきい値

アラームの生成 「現在の値」がしきい値の範囲外の場合

編集可能なパラメータ 「現在の値」が「しきい値」よりも大きいか小さい場合
に、その「しきい値」と関連付けられたエラークラスの
「アラーム重要度」

表 4-10 現在の値のプロパティー値、エラークラス、およびデフォルトのアラームレ
ベル

「現在の値」の値
エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル

< 注意しきい値下限 注意 注意

> 注意しきい値上限 注意 注意

< 重大しきい値下限 重大 警告

> 重大しきい値上限 重大 警告

< 致命的しきい値下限 致命的 重大

> 致命的しきい値上限 致命的 重大
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処理

問題の解決方法については、ご購入先に連絡してください。

占有状態の規則
この規則は、ある場所の占有状態が変わるとアラームを生成します。

注 – このアラームは、Sun Management Center コンソールで確認応答するとクリア
できます。その他すべてのアラームは、状態が変化するとクリアされます。

エラークラスとデフォルトのアラームレベル

この規則では、「占有状態」の値が前回の確認時以降に変化しているとアラームが生
成されます。このエラーに関連付けられたデフォルトのアラームレベルは「注意」で
す。表 4-13 に占有状態のプロパティー値、およびそれに関連付けられたエラークラ
スとデフォルトのアラームレベルを示します。

表 4-11 数値センサのしきい値規則のエラークラスのデフォルトアラームレベル 

エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル

注意 注意

重大 警告

致命的 重大

表 4-12 率またはカウントの規則 

適用可能なテーブル 場所

読み取るプロパティー 「名前」、「占有状態」

アラームの生成 占有状態が変化した場合

編集可能なパラメータ アラーム重要度
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このアラームエラークラスと関連付けられたアラームレベルを変更できます。

処理

注意アラームは情報提供のためのもので、エラーではありません。「占有状態」プロ
パティーの値については、必要に応じてご購入先に連絡してください。

率またはカウントの規則
この規則では、任意の整数プロパティーに対して率またはカウントを指定できます。
率またはカウントが指定された値を超えると、アラームが生成されます。エラー数を
カウントするすべてのプロパティーに対してこの規則を割り当てると、必要に応じた
アラームを生成できます。

表 4-13 占有状態のプロパティー値、エラークラス、およびデフォルトのアラームレ
ベル

占有状態の値
エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル

前回、このプロパティー
の値としてレポートされ
た値と一致しない。

アラーム 注意

表 4-14 率またはカウントの規則 

適用可能なテーブル • メモリモジュールテーブル － ECC エラーカウント

• メディアデバイステーブル － ハードエラーカウント、ソ
フトエラーカウント、トランスポートエラーカウント

• ネットワークインタフェーステーブル － 出力エラーカウ
ント

読み取るプロパティー 「エラーカウント」および同様の整数プロパティー

アラームの生成 「率」または「カウント」がユーザー指定値を超える場合

編集可能なパラメータ 「率」、「カウント」および「アラーム重要度」
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エラーカウント、エラー率、およびデフォルトの
アラームレベル

この規則では、いずれかのプロパティーで次のどちらかまたは両方の状態の場合にア
ラームを生成します。

■ 合計エラーカウントプロパティーの値が特定の値を超えた場合。
■ 毎分のエラー率が特定の値を超えた場合。

注 – 指定したエラーカウントまたはエラー率が 0 未満に設定されると、この規則で
エラーカウントまたはエラー率が確認されなくなります。アラームレベルが 0 以下の
場合は、アラームが生成されません。

デフォルトでは値が -1 に設定されるため、設定を変更するまでこの規則でエラーカ
ウントまたはエラー率が確認されません。エラーカウント、エラー率、およびアラー
ムレベルの各パラメータは変更できます。表 4-15 に、これらのパラメータとそのデ
フォルト値の一覧を示します。

処理

問題の解決方法については、ご購入先に連絡してください。

表 4-15 率またはカウントの規則パラメータ 

パラメータ 単位
デフォ
ルト 意味

エラーカウ
ント

整数 -1 合計エラー数

エラー率 浮動小数点数 -1 毎分のエラー数

アラームレ
ベル

符号なし整数 2 警告 0 = なし

1 = 注意

2 = 警告

3 = 重大
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モジュールのステータスの規則
この規則は、システムオブジェクトの「モジュールのステータス」プロパティーにの
み適用します。主に、モジュールのデータ収集の問題を報告するために使用されま
す。

エラークラスとデフォルトのアラームレベル

この規則では、データの収集中に問題が発生した場合に、特定のレベルのアラームを
生成します。この規則は、「モジュールのステータス」プロパティーの特定の値を特
定のエラークラスと対応付けます。これらのエラークラスにより、対応する値で生成
されるアラームのレベルが決まります。表 4-17 に、「モジュールのステータス」の
値と、それに対応するエラークラスとデフォルトのアラームレベルを示します。

各エラークラスに関連付けられたアラームレベルを編集できます。表 4-18 に、「モ
ジュールのステータス」規則のエラークラスとそのデフォルトアラームレベルを示し
ます。

表 4-16 モジュールのステータスの規則 

適用可能なテーブル システム

読み取るプロパティー 「モジュールのステータス」、「モジュールのステータス
の重要度」

アラームの生成 「状態」が OK 以外の場合 

編集可能なパラメータ 「モジュールのステータス」の値に関連付けられたエラー
クラスの「アラーム重要度」。

表 4-17 モジュールのステータスの値、エラークラス、およびデフォルトのアラーム
レベル

モジュールのステータ
スの値

エラーク
ラス

デフォルトのア
ラームレベル

DAQ Failure 重大 重大

Memory Allocation 警告 警告

Internal Error 情報 注意

OK なし なし
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処理

警告または重大なアラームが生成された場合は、ご購入先に連絡してください。

「注意」アラームは必ずしもエラーではありません。コンソールデータを確認し、
データが失われている場合や、予期しないデータがある場合は、ご購入先に連絡して
ください。

インジケータ状態の規則
この規則は、インジケータオブジェクトの「インジケータ状態」プロパティーにのみ
適用されます。

エラークラスとデフォルトのアラームレベル

この規則では、「インジケータ状態」の値が「予期されている状態」と一致しない場
合にアラームを生成します。このエラーに関連付けられたデフォルトのアラームレベ
ルは「注意」です。表 4-20 にプロパティー値、およびそれに関連付けられたエラー
クラスとデフォルトのアラームレベルを示します。

表 4-18 モジュールのステータス規則のエラークラスのデフォルトアラームレベル 

エラーク
ラス

デフォルトのア
ラームレベル

重大 3 重大

警告 2 警告

情報 1 注意

なし 0 なし

表 4-19 インジケータ状態の規則 

適用可能なテーブル インジケータ

読み取るプロパティー 「インジケータ状態」、「予期されている状態」

アラームの生成 「状態」が「予期されている状態」以外の場合

編集可能なパラメータ アラーム重要度
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注 – 「予期されている状態」の値が -- (二重ダッシュ) の場合、この規則では「イン
ジケータ状態」の値との比較が行われません。

このアラームエラークラスと関連付けられたアラームレベルを変更できます。

処理

問題の解決方法については、ご購入先に連絡してください。

表 4-20 インジケータ状態のプロパティー値、エラークラス、およびデフォルトのア
ラームレベル

インジケータ状態の値
エラークラ
ス

デフォルトのア
ラームレベル

「予期されている状態」
の値と一致しない

アラーム 1 注意
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付録 A

PCI カード

拡張カードテーブルには、システムに取り付けられている PCI カードに対応する行
も含まれています。ハードウェアプラットフォームモジュールの「説明」フィールド
にはカードの説明、「モデル名」フィールドには Sun Store オプションコンポーネン
トコード、「パーツ番号」フィールドには Sun Microsystems パーツ番号が表示され
ます。

カードにこれらの情報を表示するアドオンソフトウェアが設定されていない場合は、
「説明」、「モデル名」、「パーツ番号」の各フィールドに -- と表示されます。

表 A-1 は、カードの説明、Sun Store オプションコンポーネントコード、および Sun 
Microsystems パーツ番号が表示されるカードの一覧を示しています。システムでこ
れらの PCI カードのどれを使用できるかについては、プラットフォーム用のマニュ
アルを参照してください。

 

表 A-1 サポートされる PCI カード

PCI カード
Sun パー
ツ番号

オプション
コンポーネ
ント番号

Dual-Channel Differential UltraSCSI PCI Host Adapter 375-0006 X6541A

Dual-Channel Ultra3 Differential SCSI PCI Host Adapter 375-3057 X6758A

Sun High-Speed Serial Interface PCI Adapter 2.0 370-2728 X1155A

Sun Serial Asynchronous Interface PCI Adapter 3.0 375-0100 X2156A

Sun FastEthernet 10/100BaseT PCI Adapter 2.0 501-5019 X1033A

Sun Quad FastEthernet PCI Card (QFE) 501-5406 X1034A

Sun GigaSwift Ethernet UTP PCI Adapter 501-5902 X1150A

Sun GigaSwift Ethernet MMF PCI Adapter 501-5524 X1151A

SunATM 155/MFiber PCI Adapter 4.0 501-3028 X1157A

SunATM 155/UTP PCI Adapter 4.0 501-3027 X1158A
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SunATM 622/MFiber PCI Adapter 4.0 501-3029 X1159A

Single Fibre Channel PCI Network Adapter 375-3019 X6799A

Dual Fibre Channel PCI Network Adapter 375-3030 X6727A

SunSwift 10/100BaseT Fast/Wide UltraSCSI PCI Adapter 501-5656 X1032A

Dual Fast Ethernet + Dual SCSI PCI Adapter 501-5727 X2222A

Sun XVR-100 Graphics Accelerator 375-3126 X3769A

Sun XVR-600 Graphics Accelerator 375-3153 X3780A

Sun XVR-500 Graphics Accelerator 375-3069 X3685A

Sun XVR-1200 Graphics Accelerator 375-3101 X3689A

Sun PGX64 Graphics Accelerator PGX64 370-4362 X3768A

Dual Fibre Channel 2 Gb PCI Network Adapter 375-3108 X6768A

SunPCi II Pro Co-Processor Card 375-3051 X2132A

Sun PCi III Pro Co-Processor Card 605-4654 X2134A

Sun Crypto Accelerator 1000 Card 375-3089 X6762A

Sun Gigabit Ethernet PCI Adapter 501-4373 X1141A

表 A-1 サポートされる PCI カード (続き)

PCI カード
Sun パー
ツ番号

オプション
コンポーネ
ント番号
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付録 B

プラットフォーム固有の情報

表 B-1 は、監視対象システムおよび Sun Management Center サーバーにインストー
ルする一般的なパッケージを示しています。

次の節では、この製品のソフトウェアパッケージに関するプラットフォーム固有の情
報を示し、サポート対象のプラットフォームごとに関連するシステムマニュアルを示
します。

■ 56 ページの「Sun Fire V210、Sun Fire V240、および Netra 240 サーバー」
■ 56 ページの「Netra 440 サーバー」
■ 57 ページの「Sun Fire V250 サーバー」
■ 57 ページの「Sun Fire V440 サーバー」
■ 58 ページの「Sun Blade 1500 および Sun Blade 2500 ワークステーション」
■ 58 ページの「Sun Fire T2000 システム」 

関連するシステムマニュアルについては、xiii ページの「関連マニュアル」を参照し
てください。 小ディスク容量要件など、一般的な Sun Management Center の必須
条件についての詳細は、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を
参照してください。

表 B-1 共通ハードウェアプラットフォームモジュールパッケージ

パッケージ 説明 階層

SUNWescci Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール初期化 サーバーお
よびエー
ジェント

SUNWesccs Sun Management Center 共通構成リーダーモジュールサー
バーコアコンポーネント

サーバー
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Sun Fire V210、Sun Fire V240、および 
Netra 240 サーバー
表 B-2 は、Sun Fire V210、Sun Fire V240、および Netra 240 サーバーのサーバーコ
ンポーネントとエージェントコンポーネントを示しています。

Netra 440 サーバー
表 B-3 は、Netra 440 サーバーのサーバーコンポーネントとエージェントコンポーネ
ントを示しています。

SUNWescca Sun Management Center 共通構成リーダーモジュールエー
ジェントコアコンポーネント

エージェン
ト

SUNWescda Sun Management Center 共通構成リーダーモジュールの 
DAQ コンポーネント

エージェン
ト

SUNWescdl Sun Management Center 共通構成リーダー DAQ ライブラリ エージェン
ト

表 B-2 Sun Fire V210、V240、および Netra 240 のプラットフォーム固有のパッケー
ジ

パッケージ 説明 階層

SUNWescps Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire V210/V240、および Netra 240 サーバーコンポーネント

サーバー

SUNWescpa Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire V210/V240、および Netra 240 エージェントコンポーネ
ント

エージェン
ト

SUNWescpl 共通構成リーダーモジュール Sun Fire V210/V240、および 
Netra 240 プラットフォームをサポート

エージェン
ト

表 B-1 共通ハードウェアプラットフォームモジュールパッケージ

パッケージ 説明 階層
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Sun Fire V250 サーバー
表 B-4 は、Sun Fire V250 サーバーのサーバーコンポーネントとエージェントコン
ポーネントを示しています。

Sun Fire V440 サーバー
表 B-5 は、Sun Fire V440 サーバーのサーバーコンポーネントとエージェントコン
ポーネントを示しています。

表 B-3 Netra 440 のプラットフォーム固有のパッケージ

パッケージ 説明 階層

SUNWescns Sun Management Center 共通構成リーダーモジュールサー
バー Netra 440 プラットフォームコンポーネント

サーバー

SUNWescna Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Netra 
440 エージェントコンポーネント

エージェン
ト

SUNWescnl 共通構成リーダー Netra 440 プラットフォームサポート エージェン
ト

表 B-4 Sun Fire V250 サーバーのプラットフォーム固有のパッケージ

パッケージ 説明 階層

SUNWescfs Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire V250 サーバーコンポーネント

サーバー

SUNWescfa Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire V250 エージェントコンポーネント

エージェン
ト

SUNWescfl 共通構成リーダーモジュール Sun Fire V250 プラットフォー
ムをサポート

エージェン
ト
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Sun Blade 1500 および Sun Blade 2500 
ワークステーション
表 B-6 は、Sun Blade 1500 および Sun Blade 2500 ワークステーションのサーバーコ
ンポーネントとエージェントコンポーネントを示しています。

Sun Fire T2000 システム
表 B-7 は、Sun Fire T2000 システムのサーバーコンポーネントとエージェントコン
ポーネントを示しています。

表 B-5 Sun Fire V440 サーバーのプラットフォーム固有のパッケージ

パッケージ 説明 階層

SUNWeschs Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire V440 サーバーコンポーネント

サーバー

SUNWescha Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire V440 エージェントコンポーネント

エージェン
ト

SUNWeschl 共通構成リーダーモジュール Sun Fire V440 プラットフォーム
をサポート

エージェン
ト

表 B-6 Sun Blade 1500 および 2500 のプラットフォーム固有のパッケージ

パッケージ 説明 階層

SUNWescws Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Blade 1500/2500 サーバープラットフォームコンポーネント

サーバー

SUNWescwa Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Blade 1500/2500 エージェントプラットフォームコンポーネン
ト

エージェン
ト
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表 B-8 は、PCPdaq に固有のサーバーコンポーネントとエージェントコンポーネント
を示しています。

表 B-7 Sun Fire T2000 システムのプラットフォーム固有のパッケージ

パッケージ 説明 階層

SUNWesona Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire T2000 エージェントコンポーネント

エージェン
ト

SUNWesonl Sun Management Center 共通構成リーダー Sun Fire T2000 プ
ラットフォームサポート

エージェン
ト

SUNWesons Sun Management Center 共通構成リーダーモジュール Sun 
Fire T2000 プラットフォームコンポーネント

サーバー

表 B-8 PCPdaq のパッケージ 

パッケージ 説明 階層

SUNWespda Sun Management Center 共通構成リーダーモジュールエー
ジェント PCPDAQ コンポーネント

エージェン
ト

SUNWespdl Sun Management Center 共通構成リーダー PCPDAQ ライブ
ラリ

エージェン
ト
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